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目
の
病
気
で
命
を
落
と
す
こ

と
は
な
い
も
の
の
、
モ
ノ
が
か

す
ん
で
見
え
た
り
、
痛
み
や
違

和
感
が
あ
る
な
ど
、
日
常
生
活

に
支
障
を
き
た
す
こ
と
は
少
な

く
な
い
。
こ
う
し
た
様
々
な
目

の
症
状
に
対
し
て
、
先
進
的
な

治
療
を
行
っ
て
き
た
の
が
中
央

眼
科
グ
ル
ー
プ
だ
。

　

１
９
９
８
年
に
米
軍
基
地
が

あ
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
神
奈
川

県
横
須
賀
市
に
横
須
賀
中
央
眼

科
を
開
設
。
そ
の
後
、
２
０
１

０
年
に
衣
笠
中
央
眼
科
、
さ
ら

に
Ｊ
Ｒ
鶴
見
駅
東
口
近
く
に
横

浜
鶴
見
中
央
眼
科
を
開
き
、
３

つ
の
拠
点
で
乳
幼
児
か
ら
高
齢

者
ま
で
幅
広
い
年
代
に
対
応
し

て
い
る
。

　
「
近
年
、
力
を
入
れ
て
い
る
の

は
、
白
内
障
や
緑
内
障
な
ど
高

齢
者
の
病
気
で
す
」
と
話
す
の

は
、
横
須
賀
中
央
眼
科
院
長
の

勅
使
川
原
剛
医
師
だ
。

　

中
で
も
白
内
障
に
対
し
て
は
、

レ
ー
ザ
ー
手
術
を
２
０
１
７
年

７
月
か
ら
横
浜
鶴
見
中
央
眼
科

で
開
始
。
今
年
１
月
か
ら
は
横

須
賀
中
央
眼
科
で
も
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
。

　
「
白
内
障
手
術
は
濁
っ
た
水
晶

体
を
砕
い
て
取
り
出
し
、
そ
の

代
わ
り
に
人
工

の
眼
内
レ
ン
ズ

を
挿
入
す
る
と

い
う
も
の
。
従

来
は
角
膜
切
開

や
水
晶
体
の
破

砕
は
医
師
が
手

技
で
行
っ
て
い

ま
し
た
が
、
こ

れ
を
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
制
御
さ
れ
た
レ
ー
ザ
ー
で

行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
精
度
が

向
上
し
ま
し
た
。
特
に
多
焦
点

レ
ン
ズ
を
使
う
場
合
、
そ
の
特

長
が
最
大
限
に
活
か
さ
れ
ま

す
」（
勅
使
川
原
院
長
）

　

眼
内
レ
ン
ズ
に
は
遠
く
か
近

く
の
ど
ち
ら
か
一
方
に
焦
点
を

合
わ
せ
た
単
焦
点
レ
ン
ズ
と
、

そ
の
両
方
に
焦
点
を
合
わ
せ
た

多
焦
点
レ
ン
ズ
が
あ
る
。
多
焦

点
レ
ン
ズ
は
メ
ガ
ネ
へ
の
依
存

が
か
な
り
減
少
す
る
の
で
大
変

に
便
利
だ
が
、
複
雑
な
構
造
を

し
て
い
る
た
め
、
よ
り
正
確
な

位
置
に
挿
入
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
精
度
の
高
い
レ
ー
ザ
ー

手
術
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
容
易

に
な
る
の
だ
。

　
「
多
焦
点
レ
ン
ズ
は
設
置
場
所

が
目
の
真
ん
中
か
ら
ズ
レ
る
と

そ
の
影
響
を
受
け
や
す
い
デ
リ

ケ
ー
ト
な
構
造
を
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
レ
ー
ザ
ー
な
ら
よ
り
正

確
で
再
現
性
の
高
い
手
術
が
で

き
ま
す
。
進
行
し
た
重
度
の
白

内
障
は
手
術
の
難
易
度
が
上
が

り
ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た
白
内

障
も
的
確
に
対
応
で
き
る
の
も

レ
ー
ザ
ー
の
特
長
で
す
」（
勅

使
川
原
院
長
）

　

同
グ
ル
ー
プ
で
は
す
べ
て
の

患
者
に
検
査
結
果
や
治
療
方
針

を
丁
寧
に
説
明
し
て
、
理
解
し

て
も
ら
う
こ
と
も
大
切
に
し
て

い
る
。
衣
笠
中
央
眼
科
の
陳
介

任
院
長
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

　
「
た
と
え
ば
白
内
障
は
70
歳
以

上
の
高
齢
者
の
ほ
と
ん
ど
が
罹

患
し
て
い
ま
す
。
白
内
障
手
術

は
適
確
で
有
効
性
の
高
い
手
術

で
す
が
、
中
に
は
恐
怖
心
を
抱

い
て
し
ま
う
方
も
い
る
の
で
、

専
門
用
語
を
な
る
べ
く
使
わ
ず
、

分
か
り
や
す
く
お
話
し
し
て
い

ま
す
」

　

ま
た
、
横
浜
鶴
見
中
央
眼
科

と
横
須
賀
中
央
眼
科
で
は
、
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
〝
医
療
コ
ン
シ

ェ
ル
ジ
ュ
〞
が
常
駐
し
て
い
る
。

　
「
医
療
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
協
会

が
認
定
す
る
民
間
資
格
で
す
。

ホ
テ
ル
の
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
と

同
様
に
、
利
用
者
で
あ
る
患
者

さ
ん
の
不
満
や
不
安
を
う
か
が

っ
て
、
そ
れ
を
解
決
で
き
る
よ

う
に
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
」

（
横
浜
鶴
見
中
央
眼
科
・
酒
井

由
起
院
長
）

　

看
護
師
や
視
能
訓
練
士
も
患

者
目
線
で
の
接
遇
を
徹
底
。
医

師
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
患
者

が
高
度
な
治
療
を
安
心
し
て
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
配
慮
し
て
い
る
。

　
「
何
よ
り
も
『
こ
の
ク
リ
ニ
ッ

ク
を
選
ん
で
よ
か
っ
た
』
と
い

う
患
者
さ
ん
の
言
葉
が
私
た
ち

の
喜
び
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
技

術
だ
け
で
な
く
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ

ィ
も
大
切
に
し
て
、
真
心
を
込

め
た
医
療
を
地
域
の
皆
さ
ん
に

提
供
し
て
い
き
ま
す
」（
勅
使

川
原
院
長
）

※先進医療（手術費用のみ自費、税別） •多焦点：片眼55万円 •レーザー白内障手術の場合：片眼75万円

中央眼科グループ

〒238-0008 神奈川県横須賀市大滝町2-6
ザ・タワー横須賀中央 リドレ3階
TEL.046-827-4001　FAX.046-827-4141
http://www.chuoh-eye-clinic.com
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横須賀中央眼科

〒230-0051 神奈川県横浜市鶴見区鶴見中央1-2-4
TEL.045-508-1017　FAX.045-508-1015
http://www.tsurumi-chuoh-eye-clinic.com

〒238-0032 神奈川県横須賀市平作8-20-8
衣笠・かつみクリニックビルII 2F
TEL.046-850-6188　FAX.046-850-6177
http://www.k-chuoh-eye-clinic.com

横浜鶴見中央眼科

衣笠中央眼科

 
多
焦
点
レ
ン
ズ
を
正
確
に

挿
入
し
て
質
の
高
い
視
力
に

こ
だ
わ
る

患
者
が
気
軽
に
相
談
で
き
る

〝
医
療
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
〞が

常
駐

レ
ー
ザ
ー
白
内
障
手
術
を
は
じ
め

先
進
の
医
療
を
提
供
し
て
地
域
に
貢
献

横
須
賀
中
央
眼
科
と
横
浜
鶴
見
中
央
眼
科
、衣
笠
中
央
眼
科
と
い
う
３
つ
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
構
成

さ
れ
る
中
央
眼
科
グ
ル
ー
プ
は
、様
々
な
眼
病
に
対
し
て
質
が
高
く
丁
寧
な
治
療
を
行
う
こ
と
で

地
域
住
民
に
貢
献
し
て
き
た
。な
か
で
も
高
齢
者
に
多
い
白
内
障
に
は
、先
進
の
レ
ー
ザ
ー
手
術
を

横
浜
鶴
見
中
央
眼
科
で
17
年
７
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
。今
年
１
月
か
ら
は
横
須
賀
中
央
眼
科
で
も
実

施
し
て
い
る
。

横須賀中央眼科の手術室。
右側がレーザー白内障手術
装置、中央が顕微鏡付き手
術台、左側が超音波式水晶
体吸引装置。横浜鶴見中央
眼科にも同様の設備が導
入されている。

上：ＪＲ鶴見駅に隣接するビルの１階にある横浜鶴見中央眼科。「世
界レベルの医療を横浜鶴見で」をモットーとしている。
下：衣笠中央眼科はＪＲ衣笠駅から車で５分程度。横須賀中央眼科
との強い連携で先進の医療を受ける事が出来る。

◀レーザー白内障手
術装置の入力画面。
光学式バイオトリーで
計測したデータ（眼球
の大きさや角膜の角度
など）をインプットして、
患者ごとに最適な手
術計画を作成する。

白内障は基本
的に日帰りで
実施。手術後
はリカバリール
ームで快適に
過ごせる。

横須賀中央眼科
横浜鶴見中央眼科
衣笠中央眼科

目の断面図などを見ることができる光干渉断層計（OCT）をはじめ、
病気の種類と進行具合を正確に診断するための検査機器も充実。

横須賀中央眼科のロビー。患者が気持ちよく過ごせるように広いスペ
ースを確保。医療コンシェルジュも常駐している。
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衣笠中央眼科
院長

陳 介任
ちん・かいにん／鹿児島大学医学
部卒業。慶應義塾大学病院眼科、
国立栃木病院眼科医長などを経
て、衣笠中央眼科院長就任。

横須賀中央眼科
院長

勅使川原 剛
てしがわら・たけし／川崎医科大学、
英国国立バース大学大学院卒業。
米国カリフォルニア大学サンフラン
シスコ校（UCSF）ポスドクフェロー。
医学博士。MBA。
聖路加国際病院、横浜市立大学
病院を経て横須賀中央眼科院長
就任。
日本眼科学会認定眼科専門医。
横浜市立大学医学部非常勤講師。

▼ 主な年間手術実績
（2017年1～12月）

白内障 1,228件
　保険適用単焦点レンズ  
 1,122件
　先進医療/自由診療多焦点レンズ  
 106件

白内障 430件
　保険適用単焦点レンズ  
 347件
　先進医療/自由診療多焦点レンズ  
 83件
　（内 レーザー白内障手術 44件）

横須賀中央眼科

横浜鶴見中央眼科

横浜鶴見中央眼科
院長

酒井 由起
さかい・ゆき／横浜市立大学医学
部卒業。横浜市立大学病院眼科、
国際親善病院眼科、横浜労災病
院眼科医長を経て、横浜鶴見中央
眼科院長就任。


